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記載要領別表Ⅰ「診療報酬明細書の『摘要』欄への  
記載事項等一覧」等に係る記録方法等について  

 

 平成 30 年 3 月 26 日付け保医発 0326 第 3 号「『診療報酬請求書等の記載要領

等について』等の一部改正について」により記載要領別表Ⅰ「レセプト電算処

理システム用コード」欄のコメントコードが記載された項目については、平成

30 年 10 月診療分以降、該当するコードを選択することとなります。 

 該当するコードについては、厚生労働大臣が定める事項、方式及び規格に基

づき、下記のとおり記録願います。 

 

記 

 

例１）下顎運動路描記法（ＭＭＧ）を実施し、顎運動関連検査を算定した場

合（記載要領別表Ⅰ（歯科）の項番48） 

●ＣＳＶの記録 

SS,31,1,304001510,,,～（略）～,,,380,1,,,～（略）～,,,1, 

CO,31,1,820100308,,,,,,, 

（記載要領別表Ⅰ（歯科）の項番 48において、「Ｘ線・検査の「その他」欄にＭＭＧ、Ｃ

ｈｂ、ＧｏＡ、Ｐｔｇのうち該当するものを記載すること。」とされていることから、コ

メントレコードの「診療識別」項目は「 31」を記録します。）  

 

●レセプトの表示 

（コメントレコードの「診療識別」項目に「 31」を記録した場合、Ｘ線・検査の「その

他」欄に当該コメントを表示します。ただし、他の診療行為等の記録により、表示可能文

字数を超えた場合は全体の「その他」欄又は「摘要」欄に表示します。）  
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例２）顎関節治療用装置を算定した場合（記載要領別表Ⅰ（歯科）の項番 84） 

●ＣＳＶの記録 

SS,44,1,309018810,,,～（略）～,,,1500,1,,,～（略）～,,,1, 

CO,99,1,820100339,,,,,,, 

●レセプトの表示 

 

※ 1 コメントレコードの「コメントコード」項目に記載要領別表Ⅰ「レセプト電

算処理システム用コード」欄のコメントコードを記録します。 

※2 コメント「パターン 20」の場合は、文字データ部分を記録しません。 

※3 例 1 において「少数歯欠損症例において、顎運動関連検査を実施し、当該検

査に係る費用を算定する場合」及び例 2 において「トを選択した場合」等、他

に記載すべき事項が定められている場合については、別途「810000001（フリ

ーコメント）」を用いて記録します。 

 

（参考）コメントコードは「区分」１桁、「パターン」２桁、「番号」６桁の計

９桁で構成されています。 

コメントコードのパターンごとに必要とする文字データを記録します。 
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【 摘 要 】  

イ  顎 関 節 治療 用 装 置  

ﾊﾟﾀｰﾝ  文字データの記録方法  （参考）レセプト編集方法  
10 任意の文字列情報を記録する  医療機関が記録した文字列を表示する  

20 記録しない  
コメントマスターの「漢字名称」のコメント文を

表示する  

30 一部の文字列情報を記録する  
コメントマスターの「漢字名称」のコメント文の

後に医療機関が記録した文字列を表示する  

40 一部の数字情報を記録する（全角数字） 
コメントマスターの「漢字名称」のコメント文に

医療機関が記録した数字を埋め込んで表示する  

90 

修飾語（部位）コードを記録する（全角

数字）  
※複数記録可能（複数 記録する場合、

続けて記録）  

医療機関 が記 録した 修 飾語コー ドを 翻訳し て 表

示する  

口 腔 内 装 置 １

イ  顎 関 節 治療 用 装 置


